
中部の エネルギー

中部地方で一番早く文明の明かりがついた

のは、１８８６（明治１９）年、津市の三重県庁で白

熱灯とアーク灯がともされた時である。当時、

伊勢新聞には「電気灯を庭前に点灯されたる

を以って庁内あたかも一個の不夜城を見るが

如く其の光景言わんかたなし」と報道された。

これらを指導したのは、後の名古屋電灯の技

師長となった丹羽正道で、名古屋栄町の名古

屋区役所会議室でも同様の点灯実験を行った。

この１０年後の１８９６（明治２９）年、津電灯㈱が

資本金３万円で設立された。市内現住者に限

り株式を募集し、創立当初から津商業会議所

会頭を勤めていた川喜田四郎兵衛が１５年余に

亘り経営に携わった。その没後、川喜田久太

夫が引継ぎ、１９２２（大正１１）年、津電灯㈱、松

阪水力電気㈱および伊勢電気鉄道㈱の３社が

合併して三重合同電気㈱の社長に就任した。

今月号は、電気事業以外に地元三重県を中

心に金融界、商工業の発展などに貢献した川

喜田四郎兵衛と川喜田久太夫を紹介する。

津電灯と川喜田四郎兵衛

（１）津市を中心にした事業活動

川喜田四郎兵衛は１８５４（安政

１）年、代々、米穀、肥料、酒

類を商う商家の長男として生ま

れた。大阪で３年間修業した後

の１８７４（明治７）年に家督を継ぎ、

津連合会町会議員、三重県商法

会議所副会頭などを勤めた。

津商業会議所が１８９３（明治２６）

年に創立され、１２５名の会員有

権者に推され会頭に就任した。

なお、１９２８（昭和２）年に商工会議所法が施行

され、津商工会議所と名称を変えた。また１８９６

（明治２９）年に関西製糸㈱が津市に設立され、

初代社長に就任した。「明治３９年三重県統計

書」によると１７６人の職工を要し、県下７９の蚕

糸製造所の中で２番目の生産高であった。そ

の後、県下各地に工場を造り発展を遂げたが、

第２次世界大戦の空襲で本社、津工場が全焼、

解散した。

さらに、１８７８（明治１１年）に設立

され、翌年営業を開始した第百五

国立銀行の副頭取を経て１８９７（明

治３０）年、普通銀行に組織を変更

した㈱百五銀行の頭取に就任した。

（２）津電灯㈱の設立

津電灯は、１８９６（明治２９）年に設

立され、翌年津市で営業を開始し

た。創立時の社長は内田正雄で、

その後、川喜田四郎兵衛が就任し

た。開始時の火力発電所の発電出力は、単相

交流３０kW、６０kWx２、１５０kWの合計出力３００

kWであった。また当初の電灯点火戸数は約

３２０戸で、１ヶ月後には７６７戸に倍増し順調な

スタートを切った。

その後、津電灯は、

①１９１０（明治４３）年：津電灯㈱を解散し、三重

共同電気㈱と合併

し ろ べ え

津電灯に貢献した川喜田四郎兵衛と
きゅう だ ゆう

川喜田久太夫

川喜田四郎兵衛
（出典：三重の電気史・中南勢版）



②１９１１（明治４４）年：津電灯㈱

に名称変更

③１９１２（大正１）年：ガス事業

部を設けガス事業を開始。

そして、余剰ガスの利用と

予備電力として、大正６年

にガス第一発電所（出力：

２４０kW）、大正８年に第二

発 電 所（出 力：２００kW）を

建設した。その後、合同ガ

ス㈱を経て、２００３（平成１５）

年に東邦ガスと合併した。

④１９１９（大正８）年：三重共同電力㈱設立。こ

の会社は当時の津電灯㈱、松阪電気㈱、伊

勢電気鉄道㈱、岩倉水電㈱、北勢電気㈱の

５社が共同出資（資本金：１００万円）して、

各電力会社へ電力の融通を図るため、津電

灯の関係会社として設立され、津火力発電

所（出力：３，０００kW）と波多瀬水力発電所

（出力：８００kW）を建設した。

波多瀬発電所は立梅用水の田畑かんがい用

水を利用したもので、かんがい期間以外（毎

年６月１０日から１１０日間）や、かんがい期の

夜間余水で発電する地元と共存共栄の発電

所である。（２００５年１１月号：立梅用水を利

用する波多瀬発電所を参照されたい）

津電灯㈱、百五銀行㈱などを引継いだ川喜田久太夫

川喜田久太夫は１８７８（明治１１）

年、１５代久太夫政豊の長男とし

て生まれた。翌年、父親を亡く

し１歳で川喜田家１６代当主とな

り、祖母政子の恩育と分家に当

たる川喜田四郎兵衛の薫陶を受

けた。

１９１９（大正８）年、川喜多四郎

兵衛の没後に津電灯㈱社長、㈱百五銀行の頭

取をはじめ地元産業界の役職を引継いだ。

（１）三重合同電気、合同電気を経て東邦電力

大正後半から昭和初期にかけての三重県の

電力会社は、三重合同電気㈱、合

同電気㈱から東邦電力㈱へ合併を

しながら大電力会社へ成長してい

く時期にあった。

①１９２２（大正１１）年：三重合同電気

㈱設立。津電灯、松阪電気、伊

勢電気鉄道の３社は合併し、三

重合同電気（資本金：１，２５０万

円）が設立され、川喜多久太夫が社長に就

任した。

②１９３０（昭和５）年：合同電気㈱に改称。会長

に松永安左エ門、社長に太田光熈が就任し

津火力発電所（中央の煙突）と本社屋（ドーム型の屋根）
（写真出典：三重の電気史・中南勢版）

川喜田久太夫
（写真提供：財団法人石水会館）



た。この前年の昭和４年に東邦電力㈱奈良

支店・四日市支店の電気事業及び関連資産

の提供を受け資本金３，６００万円に増資した。

このように経営規模が近畿全般に亘ってき

たので改称したものである。さらに１９３２（昭

和７）年、東邦電力の三重県下の電気事業

と合同電気の岐阜県下の電気事業とを相互

に譲渡交換した。

③１９３７（昭和１２）年：東邦電力㈱が合同電気㈱

を吸収合併した。

（２）財団法人石水会館の設立

川喜田久太夫は、実業家、津市市会議員・

三重県県会議員などの政治家として多忙な日

常の傍ら、川喜田半泥子として陶芸、書画、

茶の湯、俳句など多彩な趣味を持つ文化人で、

中でも陶芸は「東の魯山人、西の半泥子」と称

された。

１９３０（昭和５）年に私財５０万円を寄付し、財

団法人石水会館を津市に設立した。また、１９

４２（昭和１７）年「からひね会」を結成し、荒川豊

蔵、金重陶陽、三輪休雪ら３人の人間国宝を

支援した。そして１９４５（昭和２０）年に百五銀行

の頭取を辞任した後、自宅に広永陶苑を創設

し、主に抹茶茶わんを制作した。おおらかで

自由奔放な作風で、あくまでも趣味としての

立場を貫き、出来上がった作品は友人、知人

に分け与えたと言われる。１９６３（昭和３８）年、

享年８２歳で没した。

なお、川喜田四郎兵衛と川喜田久太夫の簡

単な年表は次のとおりある。

川喜田四郎兵衛（１８５４～１９１９）

１８５４ 安政１ 代々米穀、肥料、酒類を商う商家の長男として生まれる

１８７４ 明治７ 家督を継ぐ

１８９３ 明治２６ 津商業会議所創立 初代会頭に就任

１８９６ 明治２９ 津電灯㈱設立、資本金：三万円、取締役に就任

関西製紙㈱初代社長に就任

１８９７ 明治３０ 第百五銀行頭取に就任

１９１９ 大正８ 直腸癌で永眠

川喜田久太夫（１８７８～１９６３）

１８７８ 明治１１ 父１５代久太夫の長男として大阪市で生まれる

１８９９ 明治３２ 早稲田専門学校卒業

１９０３ 明治３６ 百五銀行取締役に就任

１９１７ 大正６ 津電灯㈱取締役に就任

１９１８ 大正７ ㈱川喜田商店社長に就任

１９１９ 大正８ 百五銀行頭取（９月）津電灯社長（１０月）に就任

１９２２ 大正１１ 三重合同電気社長に就任

１９３０ 昭和５ 私財五十万円を寄附し、財団法人石水会館を設立

１９４５ 昭和２０ 百五銀行頭取を辞任し会長となる

１９５０ 昭和２５ 百五銀行相談役に就任

１９６３ 昭和３８ 老衰のため死去

（寺沢 安正）




